
1 

 

                          

 

1. 網走市の概要 

 

◆ 位 置 

網走市は、東経 144 度 14 分、北緯 44 

度 02 分にあり、北海道東部に位置し、東 

は小清水町、西は北見市に隣接していま 

す。 

 

◆ 面 積 

 網走市の行政面積は４７１ｋｍ2です。 

（東西 33.2 ㎞、南北 37.7 ㎞、周囲 151.1 ㎞） 

 

◆ 地 勢 

 地勢はおおむね南方に高く、藻琴山を経て阿寒の雄峰を望み、西は網走湖・能取湖

を経て北見盆地に連なり、東は斜里平野の奥に知床連山の雄峰を望むことができます。 

 また、網走は水辺空間が多く、代表的な網走川は流程 115 ㎞でその源を阿寒群峰に

発し、津別川・美幌川などと合流し網走湖を経て網走市街地を貫流してオホーツク海

に注いでいます。その他にも網走市内には藻琴川・卯原内川・浦士別川など大小の河

川及び能取湖・網走湖・藻琴湖・濤沸湖・リヤウシ湖の大小の湖沼が点在し、変化に

富んだ自然環境を有しています。海流は主として対馬暖流が宗谷海峡から東流してい

ますが、一部千島海流の流入もみられます。 
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◆ 気 候 

 網走市は、一年を通して晴天が多く、年間降水量・降雪量は少ない地域です。また、

オホーツク海に面するため、寒暖差も少なく、積雪量についても寒気と海流の影響も

あって陸部に比べると和らいでおり、比較的温暖な気候といえます。 

 なお、沿岸地帯では、冬季の特殊現象として毎年１月中旬より流氷が到来し、最盛

期には沿岸を埋め尽くすほどの流氷がみられましたが、最近では、地球温暖化の影響

もあり、流氷域面積の減少や流氷の観測期間の短縮などがみられます。 

 

※  令和２年  流氷初日 ２月９日（平年 １月２１日） 

※    〃   流氷終日 ４月３日（平年 ４月１１日） 

 

網走市の特徴は、四季の変化の明瞭さと美しさです。 

 冬のオホーツクは、陸も海も白一色の世界。夏は海が青く輝き、陸地は色とりどり

の花々が咲き誇ります。春は山々の新緑が眩しく輝き、秋は山々に紅葉の世界が広が

ります。 
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